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漁船無事故「チャレンジ１００」
　ｉｎ 大分202１

　昨年の１０月１日にスタートした
『漁船無事故「チャレンジ１００」
 ｉｎ 大分2021』が１月８日に１００
日間の運動を終え、２５日水産
会館において無事故支店に認
定証が授与された。
　この取組は、１００日間の無事
故を目指すと共に、安全操業で
漁獲された地元の魚を広く県民
に届ける趣旨で行われた。

認定支店長を囲み記念撮影

無
事
故
支
店
に
認
定
証
授
与

　
冒
頭

、
県
海
難
防
止
強
調
運

動
推
進
連
絡
会
委
員
長
を
務
め

る
中
根
隆
文
組
合
長
が
挨
拶

。

前
年
度
に
比
べ
漁
船
の
海
難
隻

数
が
若
干
増
加
し
た
が

、
組
合

員
の
安
全
操
業
へ
の
意
識
付
け

は
で
き
た

。
来
年
度
は
参
加
団

体
が
よ
り
連
携
を
強
化
し

、
運

動
が
充
実
・
発
展
し

、
海
の
安

全
が
図
ら
れ
る
よ
う
祈
念
す
る

と
述
べ
た

。

　
認
定
証
は

、
小
阪
元
成
大
分

海
上
保
安
部
長
か
ら

、
無
事
故

を
達
成
し
た
２
２
支
店
を
代
表

し

、
臼
杵
支
店
の
匹
田
篤
支
店

長
と
日
出
支
店
の
上
野
英
志
支

店
長
に
授
与
さ
れ
た

。

　
出
席
者
一
同

、
海
難
防
止
を

図
り
な
が
ら
県
民
に
安
心
・
安

全
な
海
の
幸
を
届
け
る
決
意
を

新
た
に
し
た

。

（1）

大分市公設地方卸売市場

早朝の市場に活気あふれる！

　
生
産
者
の
団
体
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立

っ
た
中
根
組
合
長
は

市
場
関
係
者
に
祝
意
と
謝
意
を

表
し
た

。

　
昨
年
後
半
に
は
コ
ロ
ナ
感
染

者
も
減
少
傾
向
と
な
り

、
飲
食

店
な
ど
で
の
魚
食
の
機
会
も
増

え
る
明
る
い
兆
し
が
見
え
た

。

一
方

、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は

、
資
源
の
減
少
や
生
産
者
の

高
齢
化

、
異
常
気
象
に
よ
り
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と

を
説
明

。

　
我
々
漁
業
者
は
安
心
安
全
で

新
鮮
な
水
産
物
の
供
給
を
行
う

の
で

、
初
せ
り
で
の
高
値
を
期

待
す
る
と
し

、
最
後
に

「
一
緒

に
頑
張
ろ
う

」
と
力
強
く
締
め

く
く

っ
た

。

　
５
日
早
朝

、
大
分
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
水
産
物
部
初
せ

り
式
が
行
わ
れ
た

。

　
開
設
者
の
佐
藤
樹
一
朗
市
長

、
卸
売
業
者
代
表
の
山
上
誠
二

大
分
魚
市
社
長

、
出
荷
者
代
表
の
中
根
隆
文
県
漁
協
組
合
長
が

挨
拶
し

、
林
浩
一
市
場
長
の
三
本
締
め
で
市
場
取
り
引
き
の
活

性
化
と
水
産
物
の
安
定
供
給
を
祈

っ
た

。

　
１
４
日

、
県
漁
協
日
出
共
販

所
に
お
い
て

、
令
和
４
年
煮
干

共
販
の
初
入
札
を
行

っ
た

。

 
杵
築
市
と
日
出
町
の
生
産
者

６
者
か
ら
ち
り
め
ん

（
か
え
り

等
を
含
む

）
１
１
・
７
ト
ン

、

佐
伯
市
の
生
産
者
か
ら
い
り
こ

０
・
２
４
ト
ン
の
出
荷
が
あ
り

商
社
９
社
が
入
札
し
た

。

　
開
設
者
の
県
漁
協
か
ら
挨
拶

し
昼
食
の
後

、
約
１
時
間
見
つ

け
を
し
て
入
札
を
行

っ
た

。

 
落
札
価
格
は
ち
り
め
ん
の
高

値
が
１
７
６
０
円
／
㎏

、
平
均

値
で
７
８
８
円
／
㎏

、
い
り
こ

は
平
均
値
で
１
０
４
７
円
／
㎏

と
な

っ
た

。
例
年
に
比
べ
ち
り

め
ん
は

、
数
量
で
６
３
・
３
％

平
均
単
価
は
６
８
・
８
％
と
な

っ
た

。

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

初入札

http://www.jf-oita.or.jp/

令
和
四
年

煮
干
共
販
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国
連
の

「
国
連
海
洋
科
学
の

１
０
年

」
は
６
日

、
磯
焼
け
の

解
決
手
段
と
し
て
日
本
国
内
外

で
ウ
ニ
畜
養
事
業
を
展
開
す
る

ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
㈱

(

東
京
都
江

東
区

、
武
田
ブ
ラ
イ
ア
ン
剛
代

表
取
締
役

)

と
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス

グ
ル
ー
プ
を
公
式
推
薦
す
る
と

発
表
し
た

。

　
本
県
で
は
グ
ル
ー
プ
会
社
で

あ
る
大
分
う
に
フ

ァ
ー
ム

（
国

東
市

、
栗
林
正
秀
社
長

）
が
昨

年
か
ら
年
産
１
５
ト
ン
を
目
標

に
生
産
を
進
め
て
い
る

。
▼
１

３
３
号
参
照

　

「
国
連
海
洋
科
学
の
１
０
年

」
は
海
洋
科
学
の
発
展
を
促
進

し

、
海
洋
生
態
系
を
守
り
持
続

可
能
な
海
洋
開
発
を
進
め
る
こ

【大分うにファーム】

 

「
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ

‐
１
グ
ラ
ン
プ

リ

」
は
毎
年
東
京
の
日
比
谷
公

園
等
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が

、

コ
ロ
ナ
禍
で
会
場
で
の
開
催
が

困
難
に
な

っ
た

。
一
方

、
巣
ご

も
り
需
要
に
よ
り
宅
配
や
通
販

に
よ
る
取
り
扱
い
が
伸
長
す
る

な
ど

、
新
た
な
生
活
様
式
と
販

路
開
拓
が
進
ん
だ

。
こ
の
よ
う

な
情
勢
を
踏
ま
え

、
新
た
な
国

産
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
喚
起

す
る
た
め

、
一
昨
年
か
ら

「
お

う
ち
で
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ

‐
１
グ
ラ
ン

プ
リ

‐
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

‐
」
が

開
催
さ
れ
て
い
る

。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の

「

日
本
の
ど
こ
に
い
て
も
参
加
で

き
る

」
強
み
を
生
か
し

、
昨
年

も
第
２
回
が
実
施
さ
れ
た

。
通

販
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ｆ
お
さ
か
な
マ

ル
シ

ェ
ギ

ョ
ギ

ョ
い
ち

」
内
の

Ｆｉｓｈ-１グランプリ- ＯＮＬＩＮＥ -結果発表

https://www.pride-fish.jp/F1GP/

特
設
サ
イ
ト
で
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ

ッ
シ

ュ
や
地
魚
を
使

っ
た
丼
ぶ

り
製
品
を
購
入
し

、
食
べ
た
ら

投
票
ペ
ー
ジ
か
ら
投
票
す
る
仕

組
み

。
開
催
期
間
は
昨
年
の
１

１
月
の
１
か
月
間

。

　
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
た
㈱
や

ま
ろ
渡
邉
の
渡
邉
正
太
郎
会
長

は

「
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
感

謝
で
い

っ
ぱ
い

。
投
票
し
て
い

た
だ
い
た
魚
好
き
の
み
な
さ
ん

そ
し
て
最
高
の
食
材
を
届
け
て

く
れ
る
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に

重
ね
て
感
謝
！
皆
様
に
喜
ば
れ

る
商
品
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

ま
す

。

」
と
コ
メ
ン
ト
し
た

。

　

「
お
か
ず
・
お
つ
ま
み

」
部

門
で
は

、
Ｊ
Ｆ
佐
賀
げ
ん
か
い

の

「
イ
カ
の
オ
イ
ル
漬
け
ネ
ギ

塩
風
味
・
レ
モ
ン
風
味

」
が
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

。

と
を
目
的
に

、
２
０
１
７
年
の

国
連
総
会
で
宣
言
さ
れ
た

。
２

０
３
０
年
に
期
限
を
迎
え
る
持

続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

）
、
と
り
わ
け
１
４
番

「
海

の
豊
か
さ
を
守
ろ
う

」
を
は
じ

め
と
す
る
海
洋
に
関
係
す
る
目

標
の
達
成
に
向
け

、
海
洋
科
学

に
纏
わ
る
定
性
的
・
定
量
的
知

識
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
解

決
策
を
広
く
提
供
す
る
た
め
の

枠
組
み
を
提
供
し
パ
ー
ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
を
活
性
化
さ
せ
る
と
し

て
い
る

。
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
社
が

取
り
組
む
ウ
ニ
畜
養
事
業
に
よ

る
磯
焼
け
対
策
と
藻
場
保
全
は

多
面
的
か
つ
三
方
良
し
の
解
決

策
で
あ
り

、

「
国
連
海
洋
科
学

の
１
０
年

」
の
枠
組
み
で
支
援

し
促
進
さ
せ
た
い
模
範
的
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
と
評
価
さ
れ
た

。

　
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
㈱
の
武
田
代

国
連

、
ウ
ニ
ノ
ミ
ク
ス
を
公
式
推
薦

　ＪＦ全漁連（岸宏会長）は第２回おうちでＦｉｓｈ - １
グランプリ - ＯＮＬＩＮＥ - の投票結果を発表した。
　「魚が主役！丼ぶり・炊き込みご飯コンテスト」部門
のグランプリに、(株)やまろ渡邉(ＪＦおおいた)の「鯛
のごまだれ漬け丼」が選ばれた。

表
は

、
地
球
温
暖
化
に
よ
る

海
水
温
上
昇
や
魚
の
乱
獲
な

ど
環
境
変
化
が
起
因
と
な
り

異
常
発
生
し
厄
介
者
と
な

っ

た
ウ
ニ
を
美
味
し
い
高
級
食

材
に
生
ま
れ
変
え
る
畜
養
技

術
と

、
ウ
ニ
畜
養
事
業
が
拡

大
す
れ
ば
す
る
程

、
磯
焼
け

対
策
と
藻
場
保
全

、
ひ
い
て

は
海
の
生
態
系
保
護
に
寄
与

す
る
本
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

高
く
評
価
さ
れ
た

。
世
界
で

初
と
な
る
磯
焼
け
対
策
を
目

的
と
し
た
商
業
規
模
で
の
ウ

ニ
陸
上
畜
養
事
業
を
日
本
で

稼
働
さ
せ
て
お
り

、
日
本
に

継
ぎ
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア

、
カ

ナ
ダ

、
メ
キ
シ
コ

、
ノ
ル
ウ

ェ
ー

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

、

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
事

業
化
計
画
が
進
ん
で
い
る

。

「
国
連
海
洋
科
学
の
１
０
年

」
の
公
式
推
薦
を
受
け
活
動

を
共
に
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

協
力
し

、
持
続
可
能
な
開
発

目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

）
達
成
に

向
け
邁
進
す
る
と
し
た

。

　
大
分
う
に
フ

ァ
ー
ム
は
昨

年
４
月

、
閉
鎖
循
環
シ
ス
テ

ム
の
陸
上
施
設
で
本
格
稼
働

を
開
始
し
た

。
磯
焼
け
対
策

と
し
て
駆
除
さ
れ
た
身
の
な

い
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
に
専
用
飼

料
を
与
え
て
８
～
１
０
週
間

育
成

。
身
の
ぎ

っ
し
り
詰
ま

っ
た
ウ
ニ
を

「
豊
後
の
磯
守

（
い
そ
も
り

）
」
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
し
て
い
る

。

 
当
漁
協
も

、
大
分
県

、
国

東
市
な
ど
と
と
も
に
国
内
公

式
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
お

り

、
磯
焼
け
対
策
を
目
的
と

し
た
ウ
ニ
採
捕
活
動
に
協
力

す
る

。

詳細は両社のＨＰ参照 【ウニノミクス㈱】 https://www.uninomics.co.jp/ https://www.oita-uni-farm.co.jp/

（2）

磯焼け対策でウニを畜養

大分うにファーム

の生産進む

駆除したウニ(上)

ほとんど身が無い

これを専用飼料で

８～１０週間飼育

豊後の磯守に

育った！(下)

やまろ渡邉

鯛のごまだれ漬け丼
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中
根
組
合
長
は
知
事
に
対
し

コ
ロ
ナ
対
策
の
支
援

、
種
苗
生

産
施
設
の
起
工
及
び
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
の
招
致
に
つ

い
て
お
礼
し

、
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
で
上
半
期
の
決
算
は
厳
し
い

が

、
下
半
期
の
挽
回

、
輸
出
も

見
据
え
た
産
地
加
工
の
拡
充
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告

し
た

。
ま
た

、
改
正
漁
業
法
等

へ
の
適
切
な
対
応
に
向
け
た
行

政
の
指
導

、
支
援

、
モ
ジ
ャ
コ

の
安
定
確
保
に
資
す
る
国
等
と

の
調
整
や
人
工
種
苗
の
研
究
・

開
発
に
つ
い
て
要
望
し
た

。

　
最
後
に
知
事
か
ら

、

「
農
林

水
産
業
は
県
の
基
幹
産
業
で
あ

り

、
こ
れ
が
栄
え
れ
ば
明
る
い

年
に
な
る

。
県
は
し

っ
か
り
と

支
援
し
て
い
く

」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た

。

知事に新年挨拶・農林水産団体

「農林水産業は県の基幹、
しっかり支える」広瀬知事

　県農林水産団体の代表者は４日、県庁舎に知事を
訪ね、新年の挨拶を申し上げ、決意などを語った。
　出席したのは県農協中央会の壁村会長、県森林組
合連合会の井上会長と県漁協の中根組合長の３名。
農林水産部長、審議監に懇談後に知事室、副知事室
を訪問した。

　
左
か
ら
中
根
組
合
長

、
井
上
会
長

、

　
広
瀬
知
事

、
壁
村
会
長

、
佐
藤
農

　
林
水
産
部
長

水産団体新年互礼会開催

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

。

 
皆
様
に
は
つ
つ
が
な
く
新
し

い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す

。

 
さ
て

、
昨
年
六
月
に
組
合
長

に
就
任
し
て
早
く
も
半
年
が
過

ぎ
ま
し
た

。
こ
の
間

、
コ
ロ
ナ

禍
の
再
拡
大

、
モ
ジ
ャ
コ
の
歴

史
的
な
不
漁

、
燃
油
価
格
の
高

騰
な
ど
の
影
響
を
受
け

、
県
内

漁
業
の
産
出
額
が
低
迷
し

、
漁

協
経
営
も
大
変
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す

。

 
こ
の
よ
う
な
中

、
本
年
は
新

た
な
水
産
基
本
計
画
の
策
定
の

年
で
す

。
我
々
漁
業
者
は

、
改

正
漁
業
法
に
基
づ
く
新
た
な
資

源
管
理
等
に
つ
い
て
自
ら
の
課

題
と
し
て
取
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す

。
併
せ
て

、
漁
業

の
成
長
産
業
化
と
資
源
管
理
の

二
つ
を
両
立
さ
せ

、
海
洋
環
境

の
変
化
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が

ら

、
漁
業
の
振
興
・
発
展
に
努

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す

。

 
本
年
は

、
十
二
支
の
寅
年
で

す

。

「
決
断

」
の
意
味
を
も
つ

「
寅

」
の
年
は

、
は

っ
き
り
と

物
事
を
決
め
る
べ
き
年
で
す

。

こ
の
寅
年
あ
た
り

、
私
は
大
分

県
漁
業
の
復
活
に
向
け
て
必
要

な
改
革
を
定
め

、
県
一
漁
協
の

力
を
発
揮
し
て
大
胆
に
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

 
そ
の
た
め
に
は

、
水
産
団
体

が
一
丸
と
な
る
と
も
に

、
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く

、
常
に
攻
め
の
姿
勢
を

忘
れ
ず
に
積
極
的
に
業
務
に
取

り
組
む
事
が
大
切
で
す

。

 
新
し
い
年
が
よ
り
良
き
年
に

な
る
よ
う
心
よ
り
祈
念
し
て

、

私
の
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す

。

 
一
緒
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

令和４年

　５日、県水産会館において令和４年の水産
団体新年互礼会を開催した。
　中根組合長の挨拶は以下のとおり。

（3）

 決断の寅年、
 必要な改革を決め大胆に推進

る
と
発
表
し
た

。

（
注
・
売
上

好
評
に
つ
き
後
日
２
・
９
ト
ン

に
上
方
修
正
さ
れ
た

）

　
別
府
湾
の
杵
築
を
主
体
に
日

出
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
た
県
産
の

ハ
モ
を

、
県
漁
協
杵
築
支
店
の

早春天丼

ハモ加工処理施設

ハ
モ
加
工
処
理
施
設
で
骨
切
り

・
２
０
㌘
に
切
身
加
工
し
冷
凍

し
た
も
の
で

、
天
丼

、
弁
当

、

天
ぷ
ら
単
品
の
商
品
と
し
て
計

約
１
５
万
食
が
販
売
さ
れ
る

。

期
間
は
１
月
１
３
日
か
ら
２
月

下
旬
を
予
定
し
て
い
る

。

　

「
早
春
天
丼

」
に
は

、
大
分

県
産
ハ
モ
の
他
に
富
山
湾
の
白

え
び

、
紀
州
南
高
梅
等
が
紅
白

に
盛
り
つ
け
ら
れ
る

。
み
そ
汁

付
き
で
税
込
み
８
９
０
円

。
ハ

モ
の
天
ぷ
ら
単
品
で
は
１
８
０

円

。
お
客
さ
ま
か
ら
は

、
身
が

「
ふ
わ
ふ
わ

」
し
て
美
味
し
い

と
の
声
を
頂
い
て
い
る

。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

っ
て
産
地
加

工
は
県
産
魚
の
消
費

、
拡
販
に

重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る

。

こ
れ
を
支
え
る
県
や
商
社
の
指

導

、
支
援
に
感
謝
し
た
い

。

https://www.tenya.co.jp/

天丼てんや HP 参照

　
　
県
漁
協
杵
築
支
店
加
工
施
設

　
　
　
　
　
　
　
骨
切
り
ハ
モ
１
５
万
食
提
供

天
丼
て
ん
や

「
早
春
天
丼
」
に
県
産
ハ
モ

　
県
漁
業
管
理
課
は
１
２
日

、

県
産
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡

大
を
図
る
た
め

、
関
東
を
中
心

に
外
食
チ

ェ
ー
ン
を
展
開
し
て

い
る

「
天
丼
て
ん
や

」
に
骨
切

り
ハ
モ
２
・
６
ト
ン
を
提
供
す
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大分 宮崎

（4）

　２２日（土）の午前１時８分頃、大分・宮崎両
県で震度５強の地震があった。資源地は日向
灘、震源の深さは４０㌔、マグニチュード(М)
は６・６（暫定値）とされている。津波の発生は
なかった。その後も余震が断続的に続いた。

よ り

大分県長期漁海況予報

https://www.pref.oita.jp/soshiki/15090/

トンガ沖大規模噴火で津波被害

　
ト
ン
ガ
沖
の
大
規
模
噴

火
に
よ
る
津
波
で

、
日
本

で
も
太
平
洋
沿
岸
の
漁
業

に
被
害
が
発
生
し
た

。

　
九
州
で
は

、
宮
崎
県
日

南
市
で
マ
グ
ロ
延
縄
の
餌

と
な
る
生
簀
の
ア
ジ
が

、

鹿
児
島
県
種
子
島
で
は
養

成
中
の
モ
ジ
ャ
コ
が
へ
い

死
し
た

。
沖
縄
で
は
モ
ズ

ク
が
流
失
し
た

。
こ
の
他

岩
手
県
で
は
養
殖
カ
キ
・

ホ
タ
テ

、
宮
城
県
で
は
養

殖
ワ
カ
メ

、
三
重
県
で
は

カ
キ
の
養
殖
い
か
だ

、
徳

島
・
高
知
両
県
で
は
漁
船

や
定
置
網
が
被
災
し
た

。

第
９
回
理
事
会
を
開
催

　
２
１
日

、
第
９
回
理
事
会
を

開
催
し
た

。

　
第
１
号
議
案

「
組
合
員
の
異

動
に
つ
い
て

」
を
上
程
し

、
承

認
さ
れ
た

。
こ
こ
で

、
組
合
員

の
出
資
金
の
額
が
地
域
に
よ
り

異
な
る
こ
と
を
是
正
す
べ
き
と

の
意
見
が
あ
り

、
執
行
部
と
し

て
も
増
資
の
重
要
性
に
鑑
み
協

議
し
て
い
き
た
い
と
応
じ
た

。

　
ま
た

、

「
余
裕
金
の
運
用
状

況
報
告
に
つ
い
て

」
報
告
し
た

ほ
か

、
今
後
の
日
程
や
コ
ロ
ナ

対
応
等
に
つ
い
て
確
認
し
た

。

　
県
災
害
対
策
連
絡
室
の
２
４

日
の
発
表
に
よ
る
と

、
震
度
５

強
は
大
分
市
新
春
日
町

、
佐
伯

市
蒲
江
蒲
江
浦

、
佐
伯
市
米
水

津

、
佐
伯
市
鶴
見

、
竹
田
市
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
町

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荻
町

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
余
震
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
М
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
７

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
大
震

　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
３
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
江
蒲

江
浦

、
佐
伯
市
米
水
津

、
佐
伯

市
鶴
見
で
観
測
し
た

。

　
被
害
状
況
は

、
人
的
被
害
と

し
て
負
傷
者
６
名

、
建
物
被
害

と
し
て
住
宅
の
破
損
等
２
件

、

塀
の
倒
壊
４
件

、
農
林
水
産
業

被
害
は
農
業
施
設
１
件

、
漁

港
・
水
産
施
設
７
件
な
ど

。

　
当
漁
協
に
関
連
す
る
被
害
に

つ
い
て
は

、
被
災
当
日
の
午
前

中
に
各
支
店
に
報
告
を
求
め
集

計
し

、
県

、
全
漁
連
及
び
農
林

中
金
等
に
報
告
し
た

。
た
だ

、

そ
の
後

、
製
氷
貯
氷
施
設
の
不

具
合
等
も
判
明
し
て
お
り

、
被

害
実
績
は
さ
ら
に
拡
大
し
そ
う

だ

。

水 研 だ

22日未明 震度５強
漁業関連施設にも被害

詳細は、大分県農林水産研究指導センター水産研究部のＨＰ「長期漁海況予報」まで ↓

　大分県農林水産研究指導センター水産研究部（資源増殖
チーム）は、本年１月から６月までの海水温、漁模様の見通しを
発表した。概要は以下のとおり。

○今後の海況の見通し

　■黒潮
・都井岬～足摺岬沖では、概ね離岸傾向で推移するものの、一
時的に接岸することがあるでしょう。
　■沿岸水温
・沿岸水温は、｢低め｣～｢平年並｣で推移するでしょう。

○今後の漁況の見通し

　■マイワシ
・豊後水道への来遊量は、極めて好調であった
前年を下回るでしょう。（2021年1～6月：1,342トン）
・1～3月は被鱗体長15～20 cm前後の1～2歳魚
(2020～2021年級群)が主体となり、4～6月は
被鱗体長7～12 cm前後の0歳魚(2022年級群)が
主体となるでしょう。
　■カタクチイワシ（成魚）
・豊後水道南部への来遊量は、前年並でしょう。
（2021年1～6 月：281トン）
・1～6月は0～1 歳魚(2021～2022年級群)が
主体となるでしょう。
　■ウルメイワシ
・豊後水道南部への来遊量は、前年並～上回る
でしょう。（2021年1～6月：1,082トン）
・1～3月は被鱗体長15～20 cm前後の1歳魚
(2021年級群)が主体となり、4～6月は被鱗体長
10 cm前後の0歳魚(2022年級群)が主体となるでしょう。
　■マアジ
・豊後水道南部への来遊量は前年並でしょう。
（2021年1～6月：338トン）
・尾叉長14.0㎝前後の1歳魚（2021年級群）が
主体となり、20cm以上の個体が混じるでしょう。
　■サバ類
・豊後水道南部への来遊量は、前年並～上回る
でしょう。（2021年1～6月：1,201 トン）
・2016年まではゴマサバが主体でしたが、2017年
以降、1～3月は尾叉長30～35 cm前後のマサバ
3 歳魚以上が主体となるでしょう。4 月以降はゴマ
サバも漁獲対象となるでしょう。
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「
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行

規
則

」
の
改
正
に
よ
り

、
平
成
３
０
年
２
月
１

日
以
降

、
２
０
ト
ン
未
満
の
小
型
船
舶

（
漁
船

）
に
つ
い
て
も
原
則
す
べ
て
の
乗
船
者
に
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す

。
同
施
行
規
則
の
改
正
か
ら
５
年
が
経
過

す
る
本
年
２
月
１
日
以
降
は

、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
着
用
義
務
違
反
が
あ

っ
た
場
合

、
船
長

に
違
反
点
数
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

、
違
反

点
数
が
一
定
の
基
準
に
達
し
た
場
合
に
は
最
大

６
月
の
免
許
停
止
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す

。
ご
注
意
下
さ
い

。

水産庁 HP 参照
「漁船の安全操業に関する情報」

ライフジャケット着用義務違反に罰則適用開始！

https://www.jfa.maff.go.jp/j/kikaku/anzen.html
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（この項目は県漁業管理課の要請を受けて掲載しています）

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
急
拡
大
し

、
公
私
と
も
に

身
近
に
迫

っ
て
き
た
感
が
あ
る

。
人
は
如
何

に
多
く
の
人
々
と
関
わ
り
仕
事
を
し

、
生
活

を
し
て
い
る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

。

 
２
２
日
の
震
度
５
強

、
正
直
び
び

っ
た

。

組
合
長
以
下

、
本
店
に
出
勤
し
被
害
報
告
を

ま
と
め
た
が

、
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に

、
さ

ら
に
拡
大
す
る
模
様

。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

。

　
写
真
は
年
末
３
１
日

、
ラ
ン
ド
わ
さ
だ
店

の
開
店
直
後

。
想
像
を
絶
す
る
お
客
様
の
殺

到
に
驚
い
た

。
昼
夜
を
徹
し
て
対
応
さ
れ
た

方
々
に
改
め
て
感
謝
し
た
い

。

特殊詐欺の不審電話やハガキに注意！
（あなたや家族は大丈夫ですか？）

－大分県安全・安心まちづくり推進本部－
☎０９７－５３４－２０３８

　
心
に
残
る

「
ウ
オ
メ
シ

」
、

今
回
は
海
鮮
ミ
ニ
う
ど
ん
セ

ッ

ト
＠
つ
ね
三

（
佐
伯
市

）
。

　
前
職
場
の
同
僚
が
愛
用
し
て

い
た
店
で

、
何
度
と
な
く
出
か

け
た

。
魚
と
ご
ま
だ
し
の
両
方

が
楽
し
め
て
1
3
0
0
円

。
海

鮮
丼
を
ア
ジ
の
握
り
な
ど
に
す

る
バ
ー
ジ

ョ
ン
も
あ
り

、
何
れ

も
魚
は
一
級
品
だ

。

 外出や県を
 またぐ移動

　
１
月
の

「
県
産
魚
の
日

」
は
第
４
金
曜
日
の
２
８
日

、
お
さ
か

な
ラ
ン
ド
３
店
舗
で

「
鰤
祭
り

」
を
開
催
し
た

。
Ｏ
Ｐ
Ａ
店
で
は

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」
の
試
食
用
刺
身
パ

ッ
ク
配
布
も
あ
り

、
買
い
物

客
で
賑
わ

っ
た

。

　政府は２５日、大分県を含む１８道府県に新たに「まん
延防止等重点措置」を適用を決めた。適用中と延長を
含め、措置の対象は全国３４都道府県に広がった。
　大分県が定めた規制措置の内容は以下のとおり。

・認証店の場合（A、Bから選択）
　A 　営業時間２１時まで・酒類提供可
　B 　２０時まで・酒類提供不可
・非認証店の場合
　C 　営業時間２０時まで・酒類提供不可

 飲食店
 遊興施設
 結婚式場

 詳細は県のＨＰ https://www.pref.oita.jp/site/covid19-oita/

（6）

 認証店はこちら https://anshin-oishi.com/

 会食

・換気等の感染対策を徹底している認証店を選び、
 同一グループ・同一テーブル４人以下
・会話時のマスク着用、密にならない配席の工夫、
 席の移動を行わないなど感染対策

・不要不急の外出は控える
・外出する場合感染リスクが高い場所は注意する
・感染拡大地域との不要不急の往来も控える

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

コロナ感染急拡大

１月２７日～２月２０日

編

集

後

記


